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スクロールコンプレッサ内蔵型　窒素ガス発生装置　ＮＰシリーズ

はじめに
　当社では、長年培ってきたオイルフリーコンプレッサ技術を応用し、１９９１年より低騒音・低振動を追及したスクロールコンプレッサを発売し
塗装用は元より、食品や電子・化学など様々な業種のお客様にご好評をいただいている。
　当社のオイルフリースクロールコンプレッサは、０．７５ｋＷ～３．７ｋＷの圧縮機本体を有し、これを組み合わせ・多段搭載することにより
０．７５ｋＷ～２９．６ｋＷまでのラインナップを誇る。多段搭載機においては、その圧縮空気の必要量に応じ圧縮機本体を必要台数だけ稼動
させることにより省エネ効果をも併せ持つ。またオイルフリーコンプレッサの最大の特徴でもある、空気圧縮過程で排出される水分に油分が
混入せずクリーンであることから、地球環境に対しても優しいコンプレッサでもある。
　窒素ガス発生装置は、大気中に７８％以上含まれる窒素を効率良く精製するために、原料となる空気を圧縮して使用する。
　以下にご紹介する窒素ガス発生装置は、実績あるオイルフリースクロールコンプレッサを活用して製品化したものである。

１．窒素の製造方法と用途
　窒素の製造には、大別して２つの方法が挙げられる。
Ａ．深冷分離方式
Ｂ．常温分離方式
　深冷分離方式は窒素と酸素の沸点差を利用したもので、９９．９９９％以上の高純度窒素を大量に製造することが可能なため、大手
ユーザーやガス販売ディーラーで多く活用される。
　常温分離方式は、更に２つに分類することができ、概要を【図１】に示す。
①膜分離方式
②ＰＳＡ方式
　膜分離方式は、圧縮空気を中空糸状の高分子膜（浄水器などに使用されるものの一種）に通し、窒素分子と酸素分子の透過量の違い
を活用して窒素を分離する方法。純度９５～９９％への対応が一般的で、高純度への対応が難しいとされる。
　ＰＳＡ方式は、圧縮空気を活性炭などの吸着剤に通し、酸素を吸着させ窒素を分離する方法。純度９９～９９．９９％に対応が可能である。
　当社の窒素ガス発生装置ＮＰシリーズは、主としてＰＳＡ方式を採用している。
【　図１　】常温分離方式の概要

　窒素の用途は非常に多岐に渡るため、その代表例を【表１】に示す。
大気中には酸素などの活性ガスが含まれ、これによって金属加工なら錆びの発生、樹脂加工なら変色・変質、また食品加工なら
鮮度低下や変質・腐敗の進行に繋がり、化学・薬品では火災や爆発を起こしやすくなる。このような品質劣化や変質・爆発などは、
通常条件下で不活性な性質を示す窒素の使用により酸素と置き換えることで、格段に防止することが可能である。
【　表１　】窒素の主要用途
分野 用途
食品 食品の変質防止

食用油の鮮度維持
炭酸飲料の変質防止
缶・ペットボトルの内圧保持
冷凍食品の製造
製造過程での液体圧送

機械・金属レーザー加工機の無酸化切断
マシニングの性能維持
真空熱処理や焼入れ光輝熱処理等
焼鈍炉・脱脂洗浄炉・アルミ溶解炉の防爆
精密部品の深冷処理
表面処理後の冷却

化学 樹脂の射出成形
化成品の原料
製品の酸化防止と防爆・防燃

電子 実装用フロー・リフローはんだ付け
液晶注入時等のパージ、ベントキャリア用

鉄鋼 エアー遮断・吹錬攪拌用
配管・機器・炉等のパージ、圧延熱処理

その他 各種真空装置、配管内パージ
タイヤ充填
クリーニング衣類のパック保存

２．オイルフリースクロールコンプレッサ内蔵型ＰＳＡ式窒素ガス発生装置
　当社のＰＳＡ式窒素ガス発生装置は０．７５ｋＷ～４５ｋＷまでのラインアップがあり、更にコンプレッサ内蔵型と別置式がある。従来、
１１ｋＷ以上の機種はコンプレッサ別置式のみであったが、２００５年９月より０．７５ｋＷと併せ１１・１５ｋＷにコンプレッサ内蔵型を開発し、
新たに発売を開始した。新機種を含めた概要を【表２】に示す。前述したオイルフリースクロールコンプレッサを内蔵した当社の窒素ガス
発生装置は、静音性に優れ振動も少なく、別置式に比して小型化できる特長を有する。また独自のドレン処理方法により、煩わしいドレン
処理の手間を省くことができる。
　制御方式にはインバータを採用することで省電力化できると同時に、機械的な負荷軽減も実現しており耐久性にも優れ、５０Ｈｚ・６０Ｈｚ
の両地区で使用が可能である。
　そして０．７５ｋＷを除きカラータッチパネルを採用しており、稼動状況を一括管理でき、しかもトラブル発生や定期的なメンテナンス時期
を表示する。窒素ガス発生装置出口の窒素ガス圧力の調整や酸素濃度調整、運転中の状況（コンプレッサ圧力・窒素吐出圧力や流量・
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酸素濃度など）が一つの画面で分かる運転フロー表示画面、カレンダータイマー機能などを表示でき非常に分かりやすい画面構成である。
【　表２　】窒素ガス発生装置概要

終わりに
　窒素ガス発生装置のメンテナンスの大半はコンプレッサ部が占めている。当社はコンプレッサメーカーである強みを生かし、コンプレッサ部と
窒素ガス発生装置部の両方のアフターサービスに対応する万全な体制を整えている。
　また様々な用途に対応する商品開発を常に心掛け、ニーズを掘り起こし広く社会に貢献できる提案活動を継続する所存である。
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